
大同生命保険株式会社

【２０２７年３月期 第２四半期（中間）決算記者会見資料】

※実績値は単位未満切り捨て。前年比等の百分率は四捨五入。

①契約の状況等
2026年9月期 26年3月期 25年9月期

（末） 26/3期比 25/9期比 （末） （末）
新契約年換算保険料 （百万円） 40,639 － 1.3％ 減 78,930 41,185

うち第三分野 （百万円） 11,677 － 6.8％ 減 23,619 12,532

保有契約年換算保険料 （百万円） 821,154 0.2％ 増 0.5％ 増 819,601 817,012

うち第三分野 （百万円） 166,636 1.7％ 増 3.4％ 増 163,805 161,149

保険料等収入 （百万円） 420,467 － 0.6％ 減 855,326 423,144

うち個人保険分野 （百万円） 387,937 － 0.4％ 減 784,555 389,455

うち団体保険分野 （百万円） 22,229 － 3.9％ 減 48,552 23,139

保有契約高（注） （百万円） 36,094,218 0.0％ 減 0.2％ 減 36,096,549 36,160,032

解約・失効年換算保険料 （百万円） 26,968 － 1.4％ 減 52,751 27,351

新契約高（注） （百万円） 1,805,612 － 4.8％ 増 3,350,837 1,723,625

解約・失効高（注） （百万円） 1,298,556 － 1.4％ 減 2,546,562 1,317,638

解約・失効率（契約高ベース）（注） (％) 3.60 － 0.04ﾎﾟｲﾝﾄ低下 7.03 3.64
※保険料等収入以外は個人保険＋個人年金保険。
※３月期比、９月期比は増減率（解約・失効率は増減ポイント）。
※保険料等収入は損益計算書ベース。
※保険料等収入のうち個人保険分野は個人保険＋個人年金保険、団体保険分野は団体保険＋団体年金保険の合計保険料。
※年換算保険料の対象は個人保険と個人年金保険。年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の払込回数に応じた係数を乗じ、１年あたりの保険料に換算

した金額。（一時払契約等は、保険料を保険期間等（個人年金保険は年金開始時までの期間）で除した金額）
※解約・失効は、失効後復活契約を失効と相殺せずに算出（９月期の解約・失効率は年換算前）。

（注）定期保険と並んで主力商品である「Ｊタイプ（無配当重大疾病保障保険）」、「Ｔタイプ（無配当就業障がい保障保険）」、「介護リリーフα（無配当終身　　
介護保障保険）」および「一時金型Ｍタイプ（無配当入院一時金保険）」等は、普通死亡の保障がないため、上表の契約高には計上していません。

（参考）「Ｊタイプ」は重大疾病保険金額、「Ｔタイプ」は就業障がい保険金額、「介護リリーフα」等は介護保険金額、
「一時金型Ｍタイプ」は入院一時金額を基準として計上した金額

2026年9月期 26年3月期 25年9月期
（末） 26/3期比 25/9期比 （末） （末）

新契約高 （百万円） 2,780,460 － 0.5％ 増 5,322,158 2,767,473

保有契約高 （百万円） 47,553,754 0.5％ 増 0.8％ 増 47,336,084 47,186,032

解約・失効高 （百万円） 1,902,189 － 0.9％ 減 3,716,418 1,919,492

解約・失効率 (契約高ベース） (％) 4.02 － 0.07ﾎﾟｲﾝﾄ低下 7.91 4.09

②資産の状況等
2026年9月期 26年3月期 25年9月期

（末） 26/3期比 25/9期比 （末） （末）
総資産 （百万円） 8,238,765 0.2％ 増 2.5％ 増 8,224,988 8,038,096
※３月末比、９月末比は増減率。

③基礎利益・順ざや／逆ざや
2026年9月期 26年3月期 25年9月期

（末） 26/3期比 25/9期比 （末） （末）
基礎利益 （百万円） 79,667 － 28.0％ 増 143,344 62,258
※９月期比は増減率。

2027年3月期の予想 2026年3月期の実額

順ざや額 （百万円） 80,000 86,607

④準備金
2026年9月期 26年3月期 25年9月期

（末） 26/3期比 25/9期比 （末） （末）
責任準備金(除く危険準備金) （百万円） 6,771,076 49,984 増 112,507 増 6,721,092 6,658,569

うち一般勘定(除く危険準備金） （百万円） 6,752,260 49,342 増 111,396 増 6,702,917 6,640,863

うち特別勘定(除く危険準備金） （百万円） 18,816 642 増 1,111 増 18,174 17,705

価格変動準備金 （百万円） 158,157 8,487 増 16,283 増 149,669 141,874

危険準備金 （百万円） 90,789 2,538 増 6,091 増 88,251 84,698

危険準備積立金 （百万円） － － － － －

価格変動積立金 （百万円） － － － － －

別途積立金 （百万円） 200,000 － － 200,000 200,000
※３月末比、９月末比は増減実額。
※26年３月末の別途積立金は、剰余金の処分後の残高を記載。
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⑤含み損益
2026年9月期 26年3月期 25年9月期

（末） 26/3期比 25/9期比 （末） （末）
有価証券 （百万円） △ 721,902 109,805 減 282,410 減 △ 612,097 △ 439,491

うち国内株式 （百万円） 227,874 46,363 増 51,078 増 181,510 176,795

うち国内債券 （百万円） △ 1,202,836 117,690 減 330,412 減 △ 1,085,145 △ 872,424

うち外国証券 （百万円） 83,786 50,702 減 29,319 減 134,489 113,106

うちその他の証券 （百万円） 169,497 12,568 増 26,944 増 156,928 142,552

不動産 （百万円） 119,049 812 増 13,626 増 118,237 105,423
※３月末比、９月末比は増減実額。
※有価証券の含み損益は、有価証券のうち市場価格のあるものについて、責任準備金対応債券および満期保有目的の債券の差損益、その他有価証券評価差額の合計値を記載。
※不動産の含み損益は、国内の土地および借地権を対象としています。なお、再評価は実施していません。
　また、時価は原則として鑑定評価額、重要性の低い物件等については公示価格を基準として評価しています。

⑥運用実績
上期実績

国内株式 606 減

（国内株式投信等を含む） (64,195 減)

国内債券 （百万円） 83,717 増

外国株式等 54,399 減

（外国債券投信を除く） (54,250 減)

外国債券 16,827 増

（外国債券投信を含む） (16,678 増)

不動産 （百万円） 1,443 減
※上記実績は、約定金額の増減合計により算出しています。
※「国内株式」のうち“（国内株式投信等を含む）”は、国内株式投信を含めています。
※「外国株式等」のうち“（外国債券投信を除く）”は、「外国株式等」に含まれる外国債券投信を除いています。
※「外国債券」のうち“（外国債券投信を含む）”は、「外国株式等」に含まれる外国債券投信を含めています。

⑦資産の含み損益がゼロになる水準
2026年9月末時点

国内株式（日経平均） （円） 21,300 程度

国内株式（ＴＯＰＩＸ） (ﾎﾟｲﾝﾄ) 1,310 程度

国内債券 （％） 0.1 程度

外国証券 （円） 139 程度
※上記数値は、当社のポートフォリオが日経平均株価やＴＯＰＩＸ、10年国債利回り、ドル円レートに連動すると仮定し、2026年９月末時点の保有状況により試算した
　結果です。ただし、当社のポートフォリオはこれらの指標に連動するとは限りませんので、試算時点によりこれらの数値は異なります。
※国内債券は10年国債利回り（９月末3.07％）換算し、小数点第一位まで算出しています。なお、９月末実績のイールドカーブが平行移動した場合の含み損益がゼロとなる
　10年国債利回りの試算値を記載しています。
※外国証券はドル（９月末157.35円）換算にて算出した為替要因のみの含み損益がゼロになる水準です。なお、為替にかかるヘッジ会計適用分を除いて算出しています。

⑧2027年3月期の業績見通し

保険料等収入 （百万円）

保有契約年換算保険料 （百万円）

基礎利益 （百万円）

⑨職員数
2026年9月期 26年3月期 25年9月期

（末） 26/3期比 25/9期比 （末） （末）
営業職員 （人） 3,802 0.4％増 1.5％増 3,785 3,745

代理店 （店） 16,425 0.1％増 2.3％増 16,414 16,056

内勤職員 （人） 3,553 3.2％増 2.4％増 3,444 3,471
※３月末比、９月末比は増減率。

（百万円）

2027年3月期の予想
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